
岡山理科大学、愛媛大学、青山学院大学、中央大学、同志社大
学、関西大学、北里大学、関西学院大学、明治大学、立教大学、立命館大学、上智大学など

　英国の高等教育専門誌タイムズ・ハイヤー・エデュケー
ション（Times Higher Education、THE）が 10月9日に

発表した「世界大学ランキング2025」。岡山理科大学は総合ランキングで、ランクイ
ンした世界 2092 大学のうち、1501＋位、国内ではランクインした119大学のうち63
位タイでした。今回、日本の大学のランクイン数は前年より3校多い119校で、初のラ
ンクインを達成した岡山理科大学は、“関関同立”と同ランクとなりました。
　このランキングは、世界の大学を、Teaching（教育）、Research environment（研
究環境）、Research quality（研究の質）、Industry（産業）、International Outlook
（国際性）の５分野について、18の観点から評価して総合順位が決定。上記の指標の
うち、本学はIndustry（産業）で世界1069位となり、企業・地域と連携した本学の多彩
な研究テーマが高評価につながったとみられます。
　岡山理科大学は中四国の私立大学で唯一ランクインしており、近畿以西の西日本で
は私立大学6位タイ、全国の私立大学では20位タイとなっています。
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＜「THE世界大学ランキング2025」にランクインした主な国内の大学＞

　
恒
例
の「
第
13
回
倉
魂
！ 

高
校
生
コ
ミ
ッ

ク
イ
ラ
ス
ト
＋
現
代
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
２

０
２
４
」に
は
全
国
か
ら
３
５
８
点
の
応
募

が
あ
り
、２
７
点
が
受
賞
、４
７
点
が
入

選
。大
賞
に
は
大
阪
府
立
工
芸
高
等
学
校

の
Ｐ
．Ｎ
．し
ら
た
ま
さ
ん
が
輝
き
ま
し
た
。

　
審
査
員
は「
モ
チ
ー
フ
が
可
愛
い
！
夜
の
遊
園
地
は
少
し
怪
し
く
、で
も

ド
キ
ド
キ
し
て
好
奇
心
が
止
め
ら
れ
な
い
、次
は
何
が
く
る
ん
だ
ろ
う
起
こ

る
ん
だ
ろ
う
　
と
い
う
不
思
議
な
感
覚
に
な
る
感
覚
を
描
け
て
い
る
な
と

思
い
ま
す
。遊
園
地
の
住
人
た
ち
が
と
て
も
可
愛
く
、き
っ
と
こ
の
ド
キ
ド

キ
は
楽
し
く
キ
ラ
キ
ラ
し
た
も
の
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気

持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で
し
た
」と
講
評
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
初
夏
か
ら
第
14
回
倉
魂
を
募
集
し
ま
す
。全
国
か
ら
多
数
の

応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
５
」

「学際的科学
  ランキング」

中
四
国
の
私
学
で

唯
一
ラ
ン
ク
イ
ン

西
日
本
の
私
学
で
６
位
タ
イ

第
13
回
倉
魂
！
高
校
生
コ
ミ
ッ
ク
イ
ラ
ス
ト
＋

現
代
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
４

日本私学4位タイ

岡山理科大

岡山理科大

で
は

28
55
120
162
195
201-250
301-350

351-400
401-500
601-800
801-1000
1001-1200
1201-1500
1501+

東京大学
京都大学
東北大学
大阪大学
東京工業大学
名古屋大学
九州大学

北海道大学、筑波大学
東京医科歯科大学（東京科学大学）
広島大学、慶應義塾大学、神戸大学など
岡山大学、早稲田大学など
千葉大学、横浜市立大学など
一橋大学、東京理科大学、横浜国立大学など

！？

　農林水産省が3月12日に結果を発表した2024年
度獣医師国家試験で、岡山理科大学獣医学部は受
験者数116人のうち95人が合格しました。合格率は
前年度比14.4㌽アップの81.9％で全17大学のうち
12位、合格者数は4位でした。私立大学でみると合格
率は２位でした。
　農水省によると全体の受験者1,440人のうち合格
者は1,036人で、合格率は71.9％でした。新卒者の
合格率は83.8％で、北海道大学の95.1％がトップ、次
いで帯広畜産大学が94.6％、鳥取大学94.3％などと
なっています。13大学で80％を上回りました。
　今回の結果を受けて、斉藤真也・獣医学部長は
「今回このように優秀な成績を達成できたのは、学力
向上に取り組んだ教員たちの尽力と、それに応えてく
れた6年生たちの努力の結果です」と合格率が上
がった要因を解説。さらに「目標に向かって頑張れば
成果が得られることを見事に証明してくれました。今
後獣医師となった卒業生たちが岡山理科大学の名
のもとに活躍してくれることを期待しています」と話し
ています。

合
格
率
　 

９
％

獣
医
師
国
家
試
験
の

今治

.

合
格
者
数
は

　
　 

４
位
に

全
大
学
で

　また、THEが 11月21日に発表した「学際的科学ランキング」。岡山理科大学は
ランクインした世界749大学のうち、601＋位、国内ではランクインした42大学の
うち22位タイでした。今回、日本の大学のランクイン数はReporterを含む42校
で、初のランクインを達成した岡山理科大学は国内の私学4位タイで、東京都市
大学や、関西大学、立命館大学と同ランクとなりました。
　このランキングは、世界の大学を、inputs（資金）、process（成功の尺度、施
設、管理サポート、プロモーション）、outputs （出版物、研究の質、評判）の3分
野、11の指標から評価して総合順位が決定。上記の指標のうち、本学はprocess
（成功の尺度、施設、管理サポート、プロモーション）で国内15位となり、本学の研
究施設や研究に対するサポートなどが高評価につながったとみられます。

岡山理科大

81

倉敷芸科大

宇
宙
養
殖
実
験
の
現
状
報
告

生
物
生
産
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
岡
山
理
科
大
学
恐
竜
学
博
物
館
で
は
世
界
中
の

国
・
地
域
が
発
行
し
た「
恐
竜
切
手
」約
３
０
０
点

を
特
別
展
示
し
て
い
ま
す
。５
月
17
日
ま
で
。

　
生
物
地
球
学
部
の
元
教
授
で
あ
る
西
戸
裕
嗣
氏

の
世
界
恐
竜
切
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
え
り
す

ぐ
り
の
約
３
０
０
点（
41
カ
国
・
地
域
）を
公
開
。 

西
戸
元
教
授
が
１
９
８
０
年
代
か
ら
収
集
を
は
じ

め
た
切
手
や
郵
趣
関
連
品
は
３
，０
０
０
点
に
も
及

び
、恐
竜
切
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、世
界
有
数

の
も
の
で
す
。

　
各
国
自
慢
の
恐
竜
や
、さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
を

凝
ら
し
た
切
手
は
芸
術
性
も
高
く
、そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
切
手
へ
の
熱
意
が
う
か
が
え
ま
す
。ま
た
、世

界
最
初
の
恐
竜
切
手（
１
９
５
８
年
・
中
国
）を

使
っ
た
初
日
カ
バ
ー
は
希
少
で
、見
も
の
で
す
。
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岡山理科大

岡
山
理
科
大

世
界
の
恐
竜
切
手

３
０
０
点
一
挙
公
開

世
界
の
恐
竜
切
手

３
０
０
点
一
挙
公
開

２
０
２
４
年
度
卒
業
制
作
展

加
計
学
園
、順
正
学
園
、

大
原
芸
術
財
団
が
連
携
協
定

　
２
０
２
４
年
度
の
倉
敷
芸
術
科

学
大
学 

卒
業・修
了
制
作
展
。卒

業
制
作
展
（
１
月
15
〜
19
日
）会

場
の
倉
敷
市
立
美
術
館
に
は
芸
術

学
部
の
卒
業
予
定
者
89
人
の
作
品

が
並
び
ま
し
た
。

　
初
日
は
各
賞
候
補
作
品
の
審
査

が
あ
り
、加
計
勉
大
賞
に
は
デ
ザ
イ

ン
芸
術
学
科
４
年
生
高
木
優
奈

さ
ん（
愛
媛
県
立
伊
予
高
校
出

身
）の
小
学
生
向
け
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム「
も
ぐ
も
ぐ
探
検
隊
」が
輝
き

ま
し
た
。高
木
さ
ん
は「
子
ど
も
た

ち
が
興
味
を
持
つ
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
を
追
求
し
ま
し
た
。そ
れ
が
評
価

さ
れ
て
う
れ
し
い
」と
喜
び
を
語
っ

て
い
ま
す
。

加計勉大賞を受賞した高木さん（右）と作品の「もぐもぐ探検隊」

倉
敷
芸
科
大

　
学
校
法
人
加
計
学
園（
加
計
役

理
事
長
）と
学
校
法
人
順
正
学
園

（
加
計
勇
樹
理
事
長
）、公
益
財
団

法
人
大
原
芸
術
財
団（
大
原
あ
か

ね
代
表
理
事
）は
10
月
23
日
、包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。連

携
・
協
力
事
項
は
教
育
、学
術
研

究
、芸
術
の
振
興
な
ど
で
、３
者
は

連
携・協
力
し
て
地
域
文
化・社
会

の
発
展
と
人
材
の
育
成
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
３
者
は
２
０
０
７
年
、学
術
教
育

交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
し
た

が
、今
回
、よ
り
一
層
幅
広
く
連

携・協
力
し
て
い
く
た
め
に
改
め
て

包
括
連
携
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
生
物
生
産
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

が
取
り
組
ん
で
い
る
、好
適
環
境

水
を
使
っ
た
宇
宙
で
の
養
殖
実
験

の
現
状
に
つ
い
て
、生
命
科
学
部
の

山
本
俊
政
准
教
授

ら
が
２
月
28
日
、岡
山

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た「
第
６
回
Ｏ
Ｕ
Ｓ
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」

で
報
告
し
ま
し
た
。山

本
准
教
授
は「
２
０
３

０
年
に
は
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

で
の
飼
育
実
験
を
め
ざ

し
た
い
」と
の
見
通
し

を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、

米
国
主
導
の
月
面
探

査
計
画（
ア
ル
テ
ミ
ス

計
画
）な
ど
地
球
外
へ

の
人
類
の
進
出
が
現

実
味
を
帯
び
て
く
る
中
で
、他
の
天

体
で
居
住
す
る
場
合
、食
糧
生
産

が
課
題
に
な
る
と
の
問
題
意
識
が

背
景
に
あ
り
ま
す
。

　
第
１
ス
テ
ッ
プ
の
主
な
実
験
内

容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

① 

過
重
力
環
境
で
魚
卵
が
孵
化

す
る
か

② 

微
小
重
力
環
境
で
魚
卵
が
孵

化
す
る
か

③ 

微
小
重
力
下
で
餌
が
食
べら
れ

る
か

④ 

微
小
重
力
下
で
骨
異
常
、成
長

不
良
が
起
き
な
い
か

⑤ 

骨
密
度
への
影
響

　
セ
ン
タ
ー
の
発
表
に
よ
る
と
、

ま
ず
３
カ
月
間
、無
換
水
で
ト
ラ

フ
グ
と
ヨ
シ
エ
ビ
の
飼
育
に
成

功
。成
長
率
も
良
好
で
、排
泄
物

や
餌
の
食
べ
残
し
か
ら
発
生
し
た

硝
酸
塩
の
影
響
は
問
題
な
い
レ
ベ

ル
で
し
た
。ま
た
、超
電
導
マ
グ

ネ
ッ
ト
に
よ
る
磁
気
浮
上
で
再
現

し
た
微
小
重
力
下
で
、ヒ
ラ
メ
の

受
精
卵
の
孵
化
に
成
功
し
、仔
魚

の
状
態
を
確
認
。さ
ら
に
遠
心
力

を
利
用
し
て
重
力
を
制
御
す
る

高
速
３
Ｄ
ク
リ
ノ
ス
タ
ッ
ト
を

使
っ
た
微
小
重
力
実
験
で
、ク
ル

マ
エ
ビ
が
餌
を
食
べ
て
い
る
様
子

も
確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
結
果
を
受
け
て
、山

本
准
教
授
は「
餌
を
食
べた
と
い
う

の
は
大
き
な
前
進
。今
後
は
３
カ
月

で
は
な
く
、１
年
単
位
の
無
換
水
、

さ
ら
に
作
業
の
無
人
化
が
で
き
れ

ば
」と
話
し
て
い
ま
す
。

 

　
こ
の
研
究
に
は
、山
本
准
教
授

と
理
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
理
工
学
研

究
所
の
牧
祥
准
教
授
、生
物
生

産
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
津
村

誠
一
招
聘
教
授
、理
大
大
学
院

理
工
学
研
究
科（
修
士
課
程
）の

横
田
千
尋
さ
ん
が
携
わ
り
、こ
の

日
は
山
本
准
教
授
と
横
田
さ
ん

が
発
表
し
ま
し
た
。

宇宙養殖実験の現状が報告された第6回OUSフロンティアセミナー。
顔写真は山本准教授（上）と横田さん（下）

世界各地の恐竜切手がずらりと並ぶ展示会場に立つ西戸元教授

大
賞
は
イ
ラ
ス
ト
分
野
の
高
木
さ
ん

吉備高原学園高
吉
備
中
央
町・町
教
委
と
の

包
括
連
携
協
定
締
結

　
吉
備
中
央
町
、吉
備
中

央
町
教
育
委
員
会
と
吉

備
高
原
学
園
高
校
は
２
０

２
５
年
２
月
１７
日
、地
域

振
興
や
人
材
育
成
な
ど
の

取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
吉
備
中
央
町
賀
陽
庁
舎
で
行
わ

れ
た
締
結
式
に
は
、山
本
雅
則
町

長
、石
井
孝
典
教
育

長
、難
波
徹
洋
校
長

が
出
席
し
、協
定
書

に
署
名
し
ま
し
た
。探

究
学
習
を
通
し
て

「
地
域
の
課
題
を
解

決
す
る
」、あ
る
い
は
、

小
中
高
合
同
で
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

な
ど
、こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
の
方
々
と
協

力
し
な
が
ら
活
動
す

る
こ
と
で
、地
域
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
く

予
定
で
す
。

協定書を手にする（左から）難波校長、山本町長、石井教育長
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来
年
４
月
、建
築
学
科
に

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
を

新
た
に
開
設

　
獣
医
学
部
が
愛
媛
県
産
業
技
術
研
究
所
、今

治
市
の
西
染
工
㈱
と
共
同
開
発
し
た
ペッ
ト
用

の
タ
オ
ル
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。体
を
拭
く
際
に

毛
が
絡
み
に
く
い
う
え
、付
着
し
た
毛
も
取
り

除
き
や
す
い
と
い
う
ペッ
ト
に
も
飼
い
主
に
も
優

し
い
逸
品
で
す
。ジ
ビ
エ
を
使
っ
た
ペッ
ト
フ
ー
ド

の
発
売
に
続
い
て
、産
官
学
の
連
携
で
ま
た
新
た

な
商
品
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
め
ざ
し
た
の
は
、ペッ
ト
の
健
康
や
飼
い
主
の

利
便
性
に
も
配
慮
し
た「
吸
水
性
が
よ
く
、軽
く

て
、し
か
も
毛
が
残
留
し
な
い
タ
オ
ル
」で
す
。

ペッ
ト
用
に
最
適
化
さ
れ
た
タ
オ
ル
生
地
の
開
発

か
ら
始
め
、同
セ
ン
タ
ー
で
試
作
さ
れ
た
タ
オ
ル

を
実
習
や
獣
医
学
教
育
病
院
で
使
用
し
、使
用

感
を
数
値
化
し
て
性
能
を
評
価
し
、そ
れ
を

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
し
な
が
ら
改
良
を
重
ね
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
研
究
の
末
に
た
ど
り
着
い
た
の
が
、

糸
が
ル
ー
プ
状
に
な
って
い
る
パ
イ
ル
の
生
地
の

上
下
を
ガ
ー
ゼ
生
地
で
挟
み
込
ん
だ
３
層
構
造

の
イ
ン
ナ
ー
パ
イ
ル
タ
オ
ル
で
す
。体
を
拭
い
た

際
の
毛
の
残
留
量
は
平
均
で
約
３
割
も
減
ら
す

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。サ
イ
ズ
は
一
般
家
庭
に

多
い
小
型
犬
向
き
に
長
さ
95
㌢
、幅

33
㌢
の
フェ
イ
ス
タ
オ
ル
サ
イ
ズ
と
な

り
ま
し
た
。綿
１
０
０
％
の
自
信
作

で
す
。製
品
は「
今
治
タ
オ
ル
ブ
ラ
ン

ド
商
品
」の
認
定
を
受
け
、赤・青・白

で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
が

付
け
ら
れ
ま
し
た
。ピ
ン
ク
と
ブ

ル
ー
、グ
レ
ー
の
３
色
で
す
。値
段
は

３
，５
２
０
円（
税
込
み
）。西
染
工
の

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
プ
で
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
６
年
４
月
か
ら
、建
築
学
科（
昼

間
部
２
年
制
）に
、イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
を
開
設
し
ま
す
。コ
ー
ス
選
択
は
２

年
次
か
ら
で
、住
宅
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
室

内
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、家
具
や
照
明
器
具
な
ど

の
デ
ザ
イ
ン
ま
で
、幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ

て
、活
躍
し
て
い
く
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
養
成
。

在
学
中
に
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

　
近
年
の
材
料
費
や
物
価
高
騰
の
影
響
に

よ
り
、新
築
建
物
の
着
工
が
減
少
す
る
中
、

今
後
は
リ
フ
ォ
ー
ム
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
建
物
改
修
の
ニ
ー
ズ
が
高
まって
く
る

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、室
内
空
間
の

リ
フ
ォ
ー
ム
は
、技
術
的
な
も
の
よ
り
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
場
合
が
多
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
建
築
の
技
術
者
は
、デ
ザ
イ

ン
の
分
野
は
苦
手
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

本
校
で
は
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
強
化
も
目
指

す
コ
ー
ス
で
す
。卒
業
後
す
ぐ
に
二
級
建
築

士
の
受
験
も
可
能
で
、よ
り
マ
ル
チ
な
建
築

士
の
人
材
育
成
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
動
物
管
理
学
科
ド
ッ
グ
セ

ラ
ピ
ー
コ
ー
ス
の
実
習
授
業

の
メ
イ
ン
は「
動
物
介
在
活

動
」で
、「
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
」

の
育
成・普
及
啓
発
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。候
補
犬
を

含
む
４
頭
の
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ

グ
を
学
生
が
中
心
と
なって
、

育
成・管
理
し
て
い
ま
す
。

 

「
動
物
介
在
活
動
」と
は
、

高
齢
者
施
設
や
障
害
者
施

設
等
で
、動
物
と
の
ふ
れ
あ

い
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
を
通

し
た
癒
し
や
楽
し
み
の
提
供・

精
神
的
身
体
的
機
能
の
向

上
等
を
目
的
と
し
た
活
動
。

岡
山
県
津
山
市
に
あ
る
介
護

老
人
保
健
施
設「
お
と
な
の

学
校
岡
山
校
」で
、就
職
し
た
卒
業
生
も
い
る

中
、毎
年
お
互
い
の
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
育
成
に
関

す
る
意
見
交
換
や
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し

た「
研
修
及
び
合
同
練
習
会
」を
実
施
し
て
い

ま
す
＝
写
真
。

　
今
年
度
も
２
回
程
実
施
し
、「
臨
床
に
お
け

る
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
の
介
入
効
果
や
そ
の
過
程
」

に
つ
い
て
と
、今
後
の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
実

践
的
に
学
び
合
う
場
と
な
り
ま
し
た
。本
校

学
生
に
とって
、現
場
で
実
際
に
活
動
を
行
っ
て

い
る
就
職
し
た
卒
業
生
や
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
と

触
れ
る
こ
と
は
、技
術
向
上
に
繋
が
る
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
の
育

成・普
及
、そ
し
て
、専
門
職
の
養

成
に
全
力
を
注
ぎ
、人
と
動
物
の

あ
た
た
か
な
共
生
社
会
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

岡
山
理
専

ペ
ッ
ト
用

タ
オ
ル
誕
生

　
獣
医
学
部
が
開
発
に
協
力
し
、ジ
ビ
エ
を
使
っ

た
ペッ
ト
フ
ー
ド
が
11
月
１
日
か
ら
、オ
ン
ラ
イ

ン
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。有
害
鳥
獣
と
し
て
捕

獲
さ
れ
た
シ
カ
を
利
用
し
た
犬
用
の
ド
ラ
イ
タ

イ
プ
の
ペッ
ト
フ
ー
ド
で
す
。

　
も
と
も
と
は
、シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
農
産
物
被

害
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て

い
た
愛
媛
県
鬼
北
町

の
獣
害
対
策
と
し
て

浮
上
し
た
ア
イ
デ
ア
。

捕
獲
後
、埋
設
処
分
し

て
い
た
シ
カ
な
ど
の
有

効
利
用
を
、と
獣
医
学

部
や
今
治
明
徳
短
期

大
学
、愛
媛
県
産
業

技
術
研
究
所
、鬼
北
町
な
ど
が
参
画
し
て「
ジ

ビ
エ
ペッ
ト
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
動
き
出
し

た
の
が
２
０
２
１
年
で
す
。

　
素
材
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
リ
ス
ク
が
低
い
と
し

て
、シ
カ
肉
を
使
用
し
、愛
媛
県
産
の
野
菜
や
タ

イ
の
身
を
加
え
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
製
品

化
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
が
、「
鹿
肉
60
％
ド
ラ
イ

フ
ー
ド
」で
す
。

　
開
発
に
携
わ
っ
た
獣
医
学
部
獣
医
学
科
の
松

田
彬
准
教
授
は「
人
工
添
加
物
は
一
切
使
わ

ず
、愛
媛
県
産
の
素
材
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
が

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
」と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
販
売
の
窓
口
は
、加
工
処
理
施
設
の
指
定
管

理
者
と
な
っ
て
い
る「
株
式
会
社
あ
り
が
と
う

サ
ー
ビ
ス
」（
愛
媛
県
今
治
市
）。値
段
は
１
０
０

グ
ラ
ム
が
５
５
０
円（
税
込
み
）な
ど
。「
え
ひ
め

鬼
北
や
さ
し
い
ジ
ビ
エ
オ
ン
ラ
イ
ン
ショッ
プ
」で
。

獣医学部が開発協力したジビエのペットフード

共同開発したペット用タオルを手にする（左から）
菅規行副知事、西染工(株)の福岡友也・商品事業
部長と村田拓也獣医学部副学部長

広島アニマルケア
専門学校 「セラピードッグ」実習

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
開
発

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
開
発

　獣医保健看護学科の教材用として、岡山
キャンパスの学生が手作りした包帯巻圧計
測装置「まきよるONE」＝写真㊦＝を利用した
実習が10月30日、今治キャンパスでスタートしま
した＝写真㊧。“獣工連携”で誕生した初の教材

です。デバイスを開発・製作指導した情報理工学科の赤木徹也教授は「実習生に
とって、自分のステータスを確認しながらスキルアップが可能なので、モチベーション
を維持しながら取り組むことができるはずです」と独自の教材に期待を込めます。
　「まきよるONE」は赤木教授が、「犬たちの負担にならないよう500円玉サイズと
重さで」という獣医保健看護学科の佐伯香織准教授の要望に応えて、電源にフィ
ルム状のリチウムイオンポリマー電池を使うなどして軽量化を実現。マイコンは小型
かつ極低電力で、スマホとのBluetooth通信が可能なBLE対応の機種を選定しま
した。また、圧力センサに加わる力をスマホに伝送するハードウエ
アを開発し、アンドロイドとiPhoneの両方で使えるアプリでデータ
を可視化するなど、4カ月以上の時間をかけて完成させました。
　このプロトタイプをもとに、実習用として20個を製作したのが、大学院理工学研究
科システム科学専攻の修士課程2年、山下隼平（しゅんぺい）さんと同1年の石橋卓
実さんです。石橋さんは「実際に使ってみてもらって、センサの形状や測定範囲の拡
大など、新たな課題も見つかりました。自分たちが作ったデバイスが役に立っていると
思うと、とてもうれしいし、やりがいがあります」と笑顔で話し、山下さんは「現場に来
て、実習で実際に使えるデバイスなんだと実感して、すごく達成感があります。トラブル
が全くなくてホッとしています」と満足そうな表情で、実習の様子を見守っていました。

岡
山
理
科
大・今
治

岡
山
理
科
大

今
治教材開発教材開発“獣工連携”で

い ず み　第16号
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2025（令和7）年３月26日

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
テ
ィ
リ
リ
ン
チ
ョ
ウ
さ
ん
が
優
勝
！

第
　
回
加
計
学
園
杯

日
本
語
弁
論
国
際
大
会
決
勝
大
会

済州航空機事故で韓国の民放テレビが
辻特担教授に「バードソニック」取材

　２月１～７日の１週間、中国、モンゴル、タイから来日した海外生
14人が集中スクーリングに参加しました。書道の授業では「とめ」
「はね」「はらい」といった技法がすべて含まれている「永字八
法」、「永」を書きました。初めて筆を使う生徒
もいましたが、上手に書くことができました。最
終日は千葉の自然科学を学ぶため、屛風ヶ浦と
犬吠埼へ足を運び、地層の観察をしました。

加計学園　「
第
14
回
加
計
学
園
杯
日
本

語
弁
論
国
際
大
会
決
勝
大
会
」

が
12
月
６
日
、学
園
創
立
50
周

年
記
念
館
と
７
カ
国
８
会
場
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
開
催
さ

れ
、ミ
ャ
ン
マ
ー
代
表
の
テ
ィ
リ
リ

ン
チ
ョ
ウ
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し

た
。大
会
の
模
様
はYouT

ube

で
ラ
イ
ブ
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
学
校
法
人
加
計
学
園

が
主
催
し
、外
務
省
、文
部
科
学

省
、岡
山
県
、岡
山
県
教
育
委
員

会
、岡
山
市
、一
般
財
団
法
人
岡

山
県
国
際
交
流
協
会
の
ご
後
援

で
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
８
月
か

ら
10
月
に
か
け
て
７
カ
国
８
会

場
で
地
区
大
会
が
あ
り
、総
勢

約
２
，０
０
０
人
が
参
加
。こ
れ

を
勝
ち
抜
い
た
８
人
が
決
勝
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、第
１
回
大

会（
２
０
１
１
年
）と
同
じ「
私
の

知
っ
て
い
る

日
本
」。５
分

間
の
制
限

時
間
の
中

で
、テ
ィ
リ
リ

ン
チ
ョ
ウ
さ

ん
は
昨
年
10

月
、北
海
道

で
１
週
間
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
体
験
な
ど
を

基
に
、「
日
本
は
最
新
技
術
、伝
統

文
化
、
国
民
の
温
か
さ
が
調
和
し

た
魅
力
的
な
国
で
す
」と
身
振
り

手
振
り
を
交
え
て
訴
え
ま
し
た
。

　
今
大
会
か
ら
審
査
内
容
に
ス

ピ
ー
チ
後
の
質
疑
応
答
が
加
わ

り
ま
し
た
が
、テ
ィ
リ
リ
ン
チ
ョ
ウ

さ
ん
は
し
っ
か
り
と
し
た
日
本
語

で
受
け
答
え
し
て
い
ま
し
た
。

　
審
査
員
の
一
人
は「
皆
さ
ん

の
レ
ベ
ル
が
高
く
大
変
難
し
い
選

考
だ
っ
た
。テ
ィ
リ
リ
ン
チ
ョ
ウ
さ

ん
は
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
ス
ピ
ー
チ
に
盛
り
込
ま
れ
、

食
事
の
マ
ナ
ー
や
そ
の
意
味
ま
で

踏
み
込
ん
で
非
常
に
深
い
分
析
が

さ
れ
て
い
た
」と
講
評
し
ま
し
た
。

　
テ
ィ
リ
リ
ン
チ
ョ
ウ
さ
ん
以
外

の
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
準
優
勝
＝
ラ
ッ
サ
ラ
ー
・
イ

シ
ャ
ー
デ
ィ・ウ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ン
ハ
さ

ん（
ス
リ
ラ
ン
カ
）▽
審
査
員
特
別

賞
＝
パ
ン
テ
ィ
ラ
ー・プ
ルッ
ク
ワ
ン

カ
ー
オ
さ
ん（
タ
イ
）▽
岡
山
県
知

事
賞
＝
ト・ボ
ム
チ
ョ
ン
さ
ん（
韓

国
）▽
愛
媛
県
今
治
市
長
賞
＝
ム

ウ
サ・ザ
ファル
さ
ん（
パ
キ
ス
タ
ン
）

　
副
賞
と
し
て
優
勝
者
に
は
奨

学
金
10
万
円
、準
優
勝
者
に
は
７

万
円
、審
査
員
特
別
賞
に
は
５
万

円
、今
治
市
長
賞
に
は
同
市
の
伝

統
工
芸
品「
桜
井
漆
器
」の
ペ
ア

グ
ラ
ス
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

千葉科学大附高海外生の集中スクーリング実施海外生の集中スクーリング実施

岡
山
理
科
大

優勝したティリリンチョウさんをオンラインで表彰
する加計役理事長

　韓国・務安（ムアン）国際空港で昨年末に発生し、乗員・
乗客179人が犠牲になった済州航空機事故で、事故の原
因が鳥と衝突する「バードストライク」の可能性も指摘され
ていることから、韓国の民放テレビ「ＳＢＳ」から岡山理科大学
の辻維周・特担教授に鳥獣害対策装置に関する取材があり、
1月12日にその内容が放送されました。
　辻特担教授は、山梨県の自動車部品メーカー「T.M.
WORKS」が開発した、高周波音・低周波音を発射して鳥や
イノシシ、クマなどを追い払う装置の検証作業やメンテナンス
などに協力。昨年3月には関西国際空港、大阪国際空港（伊
丹）など関西3空港のバードストライク対策で、高周波音を発
する「バードソニック」を2基ずつ試験的に設置し、その効果を
確認中です。
　国内の空港ではこのほか、中部国際空港（愛知県）、喜界
空港（鹿児島県）、屋久島空港（同）、鳥取空港（鳥取県）など
計５空港に設置されています。
　ＳＢＳのニュース番組では、さまざまなバードストライク対策
が紹介され、その一つに辻特担教授のバードソニックが取り上
げられました。オンライン取材を受けた辻特担教授は「これま

で設置した装置によっ
て、鳥の出現率もバード
ストライクも減少してい
る」と日本の空港で鳥害
対策に効果を上げてい
る現状を説明しました。

14

発表者（画面）を含めて関係者全員で記念撮影

韓国SBSテレビにオンラインで出演した辻特担教授

書道で「永」の字に
挑戦する海外生

　日本語科では、日本語教育を通してグローバル社会に貢献で
きる人材の育成をめざす中で、社会経験の一環として、12月12
日、校外学習でキリンビール岡山工場を見学しました＝写真。
　ビールの成り立ちから学習し、麦芽の試食やホップの香りを鼻で
感じ、学生たちは初めての体験に目を輝かせていました。
　また、企業が持つ社会的役割の重要性や企
業理念を学ぶことで、日本企業への興味関心
を高めるだけでなく、改めて自身の将来を見つ
め直すことができる良い経験となりました。

英数学館岡山校キリンビール岡山工場を見学キリンビール岡山工場を見学

　
海
外
志
向
が
高
ま
って
い
る
生

徒
に
応
え
よ
う
と
、本
校
は
今
年

度
よ
り
、異
文
化
理
解
を
深
め
る

た
め
の
国
際
理
解
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
24
日
〜
27
日
、韓
国
の
修

学
旅
行
に
６
人
の
生
徒
が
参
加
し

ま
し
た
＝
写
真
。本
校
で
は
初
め
て

の
海
外
修
学
旅
行
で
、参
加
生
徒

も
全
員
初
め
て
の
海
外
渡
航
で
緊

張
し
て
い
ま
し
た
が
、韓
国
の
言

語
、歴
史
、文
化
に
触
れ
、新
た
な

物
の
見
方
や
考
え
方
を
知
り
、視

野
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、２
月
27
日
〜

３
月
10
日
ま
で
サ
イ
パ

ン
の
海
外
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。今
回
の
海

外
研
修
は
、加
計
学
園

国
際
交
流
局
の
協
力
が

あって
実
現
し
た
現
地
の
高
校
で
の

語
学
研
修
に
加
え
、西
日
本
リ
ー

ダ
ー
ズ・ス
ク
ー
ル（U

N
G
L

）で
毎

年
主
催
し
て
い
る「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
チ
ャレ
ン
ジ
in
サ
イ
パン
」への
参

加
も
含
む
研
修
で
し
た
。

　「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ

in
サ
イ
パ
ン
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、岡

山
理
科
大
学
を
含
む
他
大
学
の
学

生
が
参
加
し
、現
地
の
小・中
学
校

で
日
本
文
化
に
関
す
る
授
業
や
、

日
本
式
の
運
動
会
の
計
画・実
施

を
通
し
て
リ
ー
ダ
ー
シッ
プ
に
関
す

る
ス
キ
ル・知
識・マ

イ
ン
ド
を
身
に
付

け
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

　
参
加
し
た
生
徒

は
、現
地
の
生
徒・

児
童
とU

N
G
L

参

加
者
の
大
学
生
と
い
う
異
文
化・

異
年
齢
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、今
ま
で
の

常
識
や
価
値
観
が
大
き
く
変
化

し
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
と
言って
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は「
韓
国
語
」の
講
座

を
開
設
し
、受
講
し
た
生
徒
で
韓

国
の
修
学
旅
行
に
参
加
し
た
生
徒

は
、自
分
の
学
ん
だ
言
語
を
実
際
に

使
用
し
、会
話
が
通
じ
る
こ
と
が

嬉
し
か
っ
た
と
言
って
い
ま
し
た
。

来
年
度
は「
英
会
話
」の
講
座
を

開
設
予
定
。

　
こ
れ
ら
の
海
外
研
修
や「
韓
国

語
」・「
英
会
話
」の
講
座
は
人
と
の

関
わ
り
を
通
じ
て
異
文
化
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

他
国
の
人
と
関
わって
知
る
こ
と
、

感
じ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
本
校
で
は
今
後

も
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

韓
国
と
サ
イ
パ
ン
で
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施

韓
国
と
サ
イ
パ
ン
で
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施

並
木
学
院
福
山
高



ｅ
ス
ポ
ー
ツ
部
員
が

体
験
会
を
実
施

体
験
会
を
盛
り
上
げ
たｅ

ス
ポ
ー
ツ
部
員
ら

　
10
月
６
〜
10
日
、北
海
道
札
幌
市
で
全
国

専
門
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
が
開
催
さ

れ
、本
校
か
ら
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
、女
子
ダ
ブ

ル
ス
、女
子
団
体
に
出
場
。

　
中
国
ブ
ロッ
ク
１
位
通
過
の
女
子
団
体
は

初
出
場
な
が
ら
も
、ス
ポ
ー
ツ・
体
育
系
の
強
豪
専
門
学
校
を
抑
え

堂
々
３
位
の
快
挙
。個
人
ダ
ブ
ル
ス
は
惜
し
く
も
初
戦
敗
退
で
し
た
が
、

シ
ン
グ
ル
ス
で
は
保
健
看
護
学
科
２
年
の
住
友
里
穏
さ
ん
が
決
勝
ま
で

勝
ち
上
が
り
、昨
年
に
引
き
続
き
準
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
成
果
を

収
め
ま
し
た
。

　
住
友
さ
ん
は「
今
後
も
勉
強・部
活
動
と
も
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
９
日
、山
口
県
の
ゼ
オ
ン

ア
リ
ー
ナ
周
南
で
、第
48
回
全
国

高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大

会
中
国
地
区
予
選
会
の
決
勝
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。総
社
高
校
と

対
戦
し
残

念
な
が
ら

も
、結
果
は

準
優
勝
で

し
た
が
、こ

の
結
果
か
ら

全
国
選
抜

大
会
への
出

場
が
決
定

し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
振
興
連
携
協
定

い ず み　第16号
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並
木
学
院
高

玉
野
医
専

加
計
学
園

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が

　  

出
場
決
定
!!

理
大
附
高

男
子
新
体
操
部
員
が
ド
イ
ツ
で

体
操
シ
ョ
ー
の
ツ
ア
ー
に
参
加

倉敷芸科大　
男
子
新
体
操
部
員
６
人
が
昨
年

12
月
か
ら
今
年
１
月
に
か
け
て
、

ヨ
ー
ロッ
パ
で
有
名
な
体
操
シ
ョ
ー

に
参
加
し
、華
麗
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
演
技
を
披
露
し
て
会
場
を
沸
か

せ
ま
し
た
。同
行
し
た
菅
正
樹・

男
子
新
体
操
部
監
督
は「
学
生

た
ち
は
慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
、よ

く
頑
張
り
ま
し
た
。こ
の
公
演
を

通
し
て
、表
現
力
に
さ
ら
に
磨
き
が

か
かっ
た
と
思
い
ま
す
」と
遠
征
成

果
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
様
子

で
す
。

　
ショー
は「Firew

ork der 
T
u
rn
ku
n
st

」で
、30
年
以
上

の
歴
史
が
あ
り
、ヨ
ー
ロッ
パ
で
最

も
成
功
し
た
体
操
シ
ョ
ー
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。今
回
は「A

rena-
Show

『G
AIA

』」と
銘
打
って
開

催
さ
れ
ま
し
た
。きっか
け
は
、東
京

の
男
子
新
体
操
プ
ロ
集
団「BLU

E 
TO
KYO

」か
ら
菅
監
督
への
出
演

打
診
で
し
た
。団
体
演
技
の
映
像

審
査
を
パ
ス
し
て
、出
演
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
菅
監
督
は
大
分
県
出

身
。小
学
３
年
か
ら
新
体

操
を
始
め
、花
園
大
学
２

年
と
３
年
時
に
は
全
日

本
学
生
選
手
権
大
会
で

個
人
２
連
覇
を
達
成
。世

界
最
高
峰
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
集
団「
シ
ル

ク・ド
ゥ・ソ
レ
イ
ユ
」に
３

年
間
在
籍
し
、米
国
ラ
ス

ベ
ガ
ス
を
拠
点
に
活
躍
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
芸
科
大
の

男
子
新
体
操（
当
時
愛
好
会
、２
０

２
２
年
か
ら
部
活
）の
監
督
を
務
め

て
い
ま
す
。現
在
、教
学
機
構
助

教
。

　
遠
征
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、

い
ず
れ
も
生
命
科
学
部
健
康
科
学

科
３
年
の
猪
原
颯
良
さ
ん
、岩
崎

隼
大
さ
ん
、小
寺
真
輝
さ
ん
、山
本

光
輝
さ
ん
、山
本
直
輝
さ
ん
、生
命

医
科
学
科
１
年
の
樫
本
竜
政
さ
ん

で
す
。

　
演
目
は
新
体
操
の
団
体
演
技
と

創
作
ダ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
集
団

演
技
の
二
つ
。集
団
演
技
の
振
付
は

「
乃
木
坂
46
」な
ど
を
手
掛
け
る

Seishiro

さ
ん
が
担
当
し
て
く
れ
、

メ
イ
ン
ダ
ン
サ
ー
は

BLU
E TO

KYO

の

大
舌
恭
平
さ
ん（
井

原
高
校
出
身
）が
務

め
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
は
昨
年
12

月
29
日
、北
部
の
オ

ル
デ
ン
ブ
ル
ク
を
皮

切
り
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
、

ミュンヘン
、ハン
ブ
ル

ク
、ベ
ル
リ
ン
な
ど
を

回って
、今
年
１
月
30
日
の
ゲッテ
ィ

ン
ゲ
ン
ま
で
37
公
演
。学
生
た
ち
は

息
の
合
っ
た
演
技
を
披
露
し
、延
べ

22
万
人
の
観
客
か
ら
他
の
演
者
に

負
け
な
い
拍
手
と
喝
采
を
浴
び
ま

し
た
。バ
ス
に
よ
る
総
移
動
距
離
は

４
，７
６
９
ｋｍ
に
及
び
ま
し
た
。

　
菅
監
督
は「
彼
ら
の
新
体
操
の

新
し
い
可
能
性
を
引
き
出
し
た
い

と
参
加
し
ま
し
た
。日
本
で
の
試

合
と
違
って
、拍
手
や
歓
声
が
天
か

ら
降
って
来
る
よ
う
な
感
じ
で
、と

て
も
気
持
ち
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。新
体
操
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

満
点
は
な
い
の
で
、こ
の
経
験
を
糧

に
少
し
で
も
そ
こ
に
近
づ
く
よ
う

頑
張
って
ほ
し
い
と
思
って
い
ま
す
」

と
期
待
を
込
め
て
語
り
ま
す
。

　
学
校
法
人
加
計
学
園
と
岡
山

県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
11
月
27
日
、ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
立

県
お
か
や
ま
」の
実

現
を
目
指
し
、連
携

し
て
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
連
携
協
力
す
る
内
容
は
以
下
の

通
り
で
す
。

⑴
課
外
活
動
の
充
実
等
を
通
じ

て
、ジ
ュニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
の
育

成・強
化
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、研
究
者
に
よ
る
専
門
知
識･

知
見
の
提
供
や
学
生
の
参
加
等

に
よ
り
、協
会
が
行
う
事
業
の

充
実・活
性
化
に
協
力
す
る
。

⑵
研
究
者
に
よ
る
専
門
知
識･

知

見
の
提
供
や
学
生
の
参
加
等
に

よ
り
、健
康
で
活
力
の
あ
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

⑶
協
会
は
、指
導
者
の
派
遣
等
に

よ
り
、学
園
の
教
育･

課
外
活
動

の
充
実
に
協
力
す
る
。

⑷
協
会
は
、学
生
に
対
す
る
実
地

体
験
の
場
の
提
供
、研
究
者
に

対
す
る
研
究
成
果
実
践
の
場
の 

提
供
、ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
各
種

情
報
提
供
等
に
よ
り
、学
園
の

教
育･

学
術
研
究
に
協
力
す
る
。

⑸
学
園
と
協
会
は
、ス
ポ
ー
ツ
施
設

等
の
相
互
利
用
を
促
進
す
る
。

　
調
印
式
に
は
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か

ら
越
宗
孝
昌
会
長
、松
井
守
専
務

理
事
、奥
田
洋
司
事
務
局
長
、久

本
洋
士
・
事
業
推
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、加
計
学
園
か
ら
は
加
計
役

（
ま
も
る
）理
事
長
、渡
邉
良
人
専

務
理
事
、平
野
博
之・岡
山
理
科

大
学
学
長
、山
口
隆
久・同
大
副
学

長
、田
原
誠・同
大
附
属
中
学・高

校
校
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

華
麗
な
演
技
で

22
万
人
の
観
衆
を
魅
了
！

（©Daniel Heydt）

ぴったりと息の合った技を披露した団体演技

菅
正
樹
監
督

　３月８～９日、広島市の青
少年センターで青少年の
文化活動を発表する場とし
て「ヤングフェスタ」が開か
れ、ｅスポーツ部員から自主
的に18人が参加しました。
　青少年センターは小学
生から30歳までの文化活
動を応援する施設で、本校
生徒はｅスポーツの発展に
つながればと３年前からボ
ランティアとして参加。企画・運営・交渉・
ゲームの利用許諾まですべて生徒が中
心となって取り組んでいます。
　イラスト班、壁ポスター班は会場づくり
を行い、宣伝班は近くの商店にポスター
を張りに行き、動画制作班は２日間で紹介
動画を作成。やる気がある生徒が自主性
を持ってワイワイ楽しく準備していました。

　今年は直前に３学期の単位認定試験
があり、飾りつけやポスター作製の日程
があまりない中で失敗を重ねながら何と
か開催にこぎつけました。当日は満員御
礼でひっきりなしに人がやって来て大盛
況。約170人の来場者があり、多くの人
にeスポーツを体験してもらいました。 
　終わった時には全員へとへとになって
いましたが、みんな笑顔でした。自分たち
ですべて運営していったからこその達成
感を得られたと思います。
　毎年生徒の大きな成長を感じられる
一年の締めくくりの会で生徒は「来年度
はもっと内容を充実させていきたい」と、
もう来年のことを考えている様子でした。

全
国選抜
大
会
に

全国への切符を手にしたハンドボール部協定書を手にする（左から）加計理事長、越宗会長

女子シングルスで準優勝した住友さん

全
国
専
門
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝
！

団
体
３
位
の
大
快
挙

全
国
専
門
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝
！

団
体
３
位
の
大
快
挙

Okayama
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桑木選手が
メジャー大会初優勝
女子プロゴルフツアー

冬
季
国
ス
ポ
で
躍
動

　
１
月
27
〜
30
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
冬

季
大
会
」ス
ケ
ー
ト
競
技
の
フ
ィ

ギ
ュア
成
年
男
子
、少
年
男
子
、成

年
女
子
に
は
、岡
山
理
科
大
学
附

属
高
校
の
卒
業
生
と
現
役
の
４
選

手
が
出
場
し
て
、団
体
で
岡
山
県

の
入
賞
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
成
年
男
子
の
三
宅
星
南
選
手

（
星
槎
大
学
）、少
年
男
子
の
小
河

原
泉
颯（
い
ぶ
き
）選
手（
岡
山
理

科
大
学
附
属
高
校
１
年
）、成
年

女
子
の
三
宅
咲
綺
選
手（
岡
山
理

科
大
学
経
営
学
部
４
年
）、岡
本

真
綸
選
手（
法
政
大
学
）の
４
人
。

　
成
年
男
子
団
体
は
４
位
で
３
年

連
続
の
入
賞
、少
年
男
子
団
体
は

２
年
連
続
の
入
賞
と
な
る
５
位
で

し
た
。成
年
女
子
は
団
体
７
位
で
、

昨
年
の
４
位
に
続
く
２
年
連
続
で

の
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。三
宅

咲
綺
選
手
は「
岡
山
で
国
ス
ポ
が

開
催
さ
れ
、地
元
の
皆
さ
ん
の
応

援
を
力
に
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
」と
振
り
返
り
、今
後

の
目
標
に
つ
い
て「
ト
リ
プ
ル
ア
ク

セ
ル
を
試
合
で
成
功
さ
せ
、海
外
の

試
合
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
」と

力
強
く
語って
く
れ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ギュア
ス
ケ
ー
ト
に
続
い
て
、

２
月
１
〜
５
日
に
は
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
が
行
わ
れ
、学
園
か
ら
は

▽
少
年
＝
い
ず
れ
も
附
属
高
の
三

島
勘
介
、東
郷
大
地
、中
嶋
奏
音
、

津
川
航
太
、伊
藤
律
、大
上
主
馬
、

高
田
琉
史
、冨
松
怜
生
、山
本
悠

真
の
各
選
手
▽
成
年
男
子
＝
吉
澤

周
人
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　生命科学部健康科学科在学中
で学園の特別支援措置学生でもある桑木志帆さん
が、今シーズン最終戦「JLPGAツアーチャンピオン
シップリコーカップ」（11月21日～24日開催）で通算
12アンダーの完全優勝で、4大大会初優勝を達成し、
昨初Vからの3勝目をメジャー初制覇で飾りました。
　岡山県出身者が4大大会を制するのは2019年の
渋野日向子選手以来です。

加
計
学
園

桑
木
志
帆
選
手

フリーで華麗な
演技を見せる
三宅咲綺選手

優雅な滑りを
見せる
小河原選手

倉
敷
芸
科
大

　9月12日、岡山理科大学の滝澤昇・応用化学科教
授と科学ボランティアセンターの学生が訪れて、サイ
エンスショーを披露してくれました。
　空気の力を利用してブロワーで風船を浮かせた
り、ロケット風船を作ったり、空気砲で煙を飛ばしたり
と盛りだくさんな内容に、園児たちは目をキラキラさ
せながら見入っていました。子どもたちからは「すご～
い！」「どうして？」の声が上がり、ワクワクドキドキの笑
顔の１日になりました。

御影こども園サイエンスショーを鑑賞

世
界
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
で
の
戦
果
を
上
松
選
手
が
理
事
長
に
報
告

理
大
附
高

　
第
17
回
世
界
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会（
９
月
４
〜
９
日・韓
国
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
日
本
勢
初
の

優
勝
と
、男
子
団
体
３
連
覇
を
達

成
し
た
岡
山
理
科
大
学
附
属
中・

高
校
出
身
の
上
松
俊
貴
選
手
が
11

月
18
日
、加
計
学
園
を
訪
れ
、加
計

役（
ま
も
る
）理
事
長
に
成
果
を
報

告
し
ま
し
た
。

　
上
松
選
手
は
附
属
中
学・高
校

卒
業
後
、早
稲
田
大
学
に
進
み
、現

在
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
所
属
。附

属
高
在
校
時
か
ら
頭
角
を
現
し
、

３
年
生
の
時
に
ア
ジ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権（
２
０
１
６
年
大
会
）初

出
場
で・男
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
の
栄

冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。ま
た
、昨

年
の
中
国・杭
州
ア
ジ
ア
競
技
大

会
で
も
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
初
優

勝
。団
体
、混
合
ダ
ブ
ル
ス
も
合
わ

せ
て
、日
本
勢
初
の
３
種
目
制
覇

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、学
園
を
訪
れ
た
上
松
選
手
に
、岡

山
理
科
大
学
Ａ
１
号
館
11
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
、

加
計
理
事
長
か
ら
祝
福
の
花
束
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
次
の
目
標
につ
い
て
は
、来
年
、韓
国
で
２
０

１
６
年
以
来
の
開
催
と
な
る
ア
ジ
ア
ソ
フ
ト
テ

ニス
選
手
権
を
挙
げ
、「
連
覇
を
達
成
し
た
い
」

と
きっ
ぱ
り
。世
界
に
飛
躍
す
る
26
歳
に
今
後

と
も
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

科学ボランティアセンターの学生たちと記念撮影

　岡山市の池田動物園の環境整備に役立ててもら
うため、文化祭の収益金78,649円を11月29日、池
田動物園に寄付しました。
　上中遥稀生徒会長から寄付金を受け取った動物
園の赤迫良一総務部長は礼を述べた後、「動物のえ
さ代に使わせていただく」と話していました。
　上中生徒会長は、ほかにも校内で拾ったドングリを
クマのえさとしてプレゼント。「岡山県唯一の動物園
である池田動物園をこれからも応援していきたい」と
話していました。収益金寄付にご協力いただき、あり
がとうございました。

理大附高

文化祭の収益金を
池田動物園に寄付しました

収益金を赤迫部長（左）に手渡す上中生徒会長（右）

加計理事長（右）から花束を贈られた上松選手（左）

　
岡
山
理
科
大
学
附

属
高
校
出
身
で
昨
年

の
パ
リ
オ
リ
ン
ピッ
ク・

ア
ー
チェリ
ー
競
技
の

混
合
団
体
で
５
位
、男

子
団
体
で
８
位
に
入

賞
し
た
中
西
絢
哉
選

手（
シ
ー
ア
ー
ル
物

流
）が
10
月
10
日
、加

計
学
園
を
訪
れ
、加
計
役
理
事
長

に
入
賞
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、２

０
２
８
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン

ピッ
クへ
向
け
た
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

　
中
西
選
手
は
こ
の
日
、所
属
先

の
シ
ー
ア
ー
ル
物
流（
岡
山
市
北

区
）ア
ー
チェリ
ー
部
の
溝
井
利
和

総
監
督
ら
と
と
も
に
、報
告
会
に

出
席
。加
計
孝
太
郎・学
園
長
や
田

原
誠・理
大
附
属
高
校
校
長
も
同

席
し
て
加
計
理
事
長
と
和
や
か
に

懇
談
し
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
実
際
に

自
分
が
使
用
し
た
矢
を
学
園
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
加
計
理
事
長
ら
か
ら
の
激
励
を

受
け
て
、中
西
選
手
は「
取
り
逃
し

た
メ
ダ
ル
が
あ
る
の
で
、母
校
の
た

め
に
も
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
で
は

必
ず
メ
ダ
ル
を
取
り
た
い
と
思
って

い
ま
す
」と
力
強
く
目
標
を
語
り

ま
し
た
。

中西選手（中央）に花束を贈って健闘をたたえる
加計理事長（左）と加計孝太郎学園長（右）

中
西
選
手
が
理
事
長
に

　
　   
パ
リ
五
輪
入
賞
報
告

日
本
勢
初
の
個
人
Ｖ
、団
体
３
連
覇
の
偉
業
達
成

第16号2025（令和7）年３月26日



「
瀬
戸
内
海
の
海
運
の
歴
史
に
迫
る
貴
重
な
資
料
」

直
島
沖
の
早
崎
水
中
遺
跡
で

古
代
〜
近
代
に
わ
た
る
遺
物
と
近
世
の
沈
没
船
を
確
認

い ず み　第16号

6
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岡
山
理
科
大

　
香
川
県・直
島
沖
の「
早
崎
水
中

遺
跡
」の
遺
物
な
ど
を
調
べて
い
た
調

査
団（
代
表
、富
岡
直
人・岡
山
理
科

大
学
副
学
長
）は
１
月
23
日
、沈
没
船

の
周
辺
で
新
た
に
９
世
紀
末
〜
10
世

紀
初
頭
の
九
州
北
部
産
土
師
器
や

東
海
系
の
須
恵
器
な
ど
が
見
つ
か
っ

た
と
発
表
し
ま
し
た
。調
査
団
は「
こ

の
時
期
の
沈
没
船
が
見
つ
か
る
の
は

極
め
て
稀
。明
治
期
よ
り
古
い
時
期

の
海
上
交
通
、海
運
の
歴
史
に
迫
り
、

海
を
介
し
た
人
の
動
き
を
み
る
の
に
非

常
に
貴
重
な
資
料
」と
し
て
い
ま
す
。

　
記
者
発
表
は
岡
山
理
科
大
学
で

行
わ
れ
、富
岡
副
学
長
、遺
跡
を
発

見
し
た
生
命
科
学
部
の
山
本
俊
政

准
教
授
と
、共
同
調
査
者
で
あ
る
岡

山
大
学
の
柴
田
亮・文
明
動
態
学
研

究
所
助
教
が
出
席
。ほ
か
に
研
究
グ

ル
ー
プ
副
代
表
の
京
都
橘
大
学
の
南

健
太
郎・文
学
部
准
教
授
▽
特
定
非

営
利
活
動
法
人・水
中
考
古
学
研
究

所（
京
都
市
）の
吉
崎
伸
理
事
長
▽
株

式
会
社
加
速
器
分
析
研
究
所（
神
奈

川
県
）の
早
瀬
亮
介
取
締
役
▽
一
般

社
団
法
人
・
文
化
財
科
学
研
究
所

（
奈
良
県
）の
金
原
裕
美
子
主
任
研

究
員
▽
神
戸
大
学
の
中
田
達
也・海

事
科
学
部
准
教
授
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
遺
跡
は
１
９
９
０
年
代
半
ば
、

水
中
カ
メ
ラ
の
試
し
撮
り
で
潜
水
し

た
山
本
准
教
授
が
水
深
約
20
㍍
付

近
で
、た
ま
た
ま
多
数
の
陶
磁
器
や

沈
没
船
を
発
見
。１
９
９
８
年
３
月

に
財
団
法
人
ト
ヨ
タ
財
団
の
研
究
助

成
を
受
け
た
水
中
考
古
学
研
究
所

が
潜
水
調
査
を
実
施
し
て「
早
崎
水

中
遺
跡
」と
命
名
し
て
い
ま
し
た
。

　
記
者
発
表
で
は

・「
13
世
紀
初
め
は
、ち
ょ
う
ど
瀬
戸

内
海
の
海
運
が
盛
ん
に
な
る
時
期
。

こ
の
時
期
の
船
体
が
見
つ
か
る
の
は

極
め
て
稀
で
、非
常
に
重
要
な
資
料

と
な
る
」（
吉
崎
理
事
長
）

・「
船
の
発
見
例
は
非
常
に
少
な
く
、

現
在
船
体
が
見
つ
かって
い
る
の
は
江

戸
後
期
か
ら
明
治
期
の
も
の
が
ほ
と

ん
ど
。そ
れ

以
前
に
ど

ん
な
船
で

ど
ん
な
も
の

を
積
ん
で
、

ど
ん
な
人

が
操
船
し

て
海
上
交

通
が
存
在

し
た
の
か
。

こ
の
遺
跡

で
は
今
ま
で
分
か
ら
な
かった
明
治
よ

り
古
い
時
期
の
海
上
交
通
、海
運
に

迫
る
こ
と
が
で
き
る
。海
を
介
し
た

人
々
の
動
き
を
み
る
の
に
非
常
に
貴

重
な
資
料
と
言
え
る
。こ
の
成
果
を

きっか
け
に
水
中
遺
跡
につい
て
一
般

の
人
に
興
味
を
もって
も
ら
い
、守って

い
け
れ
ば
い
い
」（
南
准
教
授
）

・「
９
世
紀
か
ら
10
世
紀
初
頭
の
九

州
北
部
産
土
師
器
や
東
海
系
の
須

恵
器
が
新
た
に
見
つ
かっ
た
が
、当
時

の
多
角
的
な
経
済
関
係
が
補
強
で
き

た
の
は
貴
重
」（
柴
田
助
教
）

・「
今
後
も
沈
没
船
や
遺
物
の
正
確

な
位
置
の
記
録
な
ど
、調
査
を
す
す

め
て
い
き
た
い
」（
富
岡
教
授
）

　―

な
ど
の
知
見
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 多数の報道関係者が集まった記者発表会

大
規
模
土
砂
災
害
で
迅
速
な
対
応
を
実
現

岡山
理科大

　
生
物
地
球
学
部
の
佐
藤
丈
晴
教

授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
９
月
24

日
、同
時
多
発
的
な
土
砂
災
害
発

生
直
後
に
迅
速
か
つ
効
率
的
に
土

砂
移
動
域
を
特
定
し
、流
出
土
砂

量
を
把
握
す
る
技
術
を
開
発
し
、特

許
出
願
し
た
と
発
表
。航
空
レ
ー
ザ

計
測
で
取
得
で
き
るD

igital 
Surface M

odel（D
SM

）を
活
用

し
、従
来
の
手
法
に
比
べて
10
分
の

１
以
下
の
期
間
で
流
出
土
砂
量
を

算
定
す
る
技
術
で
、国
内
初
の
手
法

で
す
。こ
れ
に
よ
り
、労
力
と
コ
ス
ト

を
抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
で
、復
旧

体
制
の
迅
速
な
整
備
に
役
立
つ
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
、記
者
会
見
し
た
佐
藤
教

授
に
よ
る
と
、従
来
の
手
法
で
は
航

空
レ
ー
ザ
を
利
用
す
る
も
の
の
、災

害
前
後
の
標
高
値
を
比
べる
と
、樹

木
等
の
影
響
で
実
際
の
土
砂
と
誤

差
が
生
じ
る
た
め
、技
術
者
に
よ
る

目
視
判
読
が
必
要
で
、実
際
の
土
砂

移
動
域
を
特
定
し
た
う
え
で
土
砂

量
を
算
出

し
て
い
ま

す
。こ
の
た

め
数
日
か

ら
数
週
間

の
時
間
を
要
し
ま
す
。

　
新
し
い
手
法
で
は
、Ａ
Ｉ（
人
工
知

能
）を
活
用
し
、災
害
発
生
前
の
航

空
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
と
、発
生
後

の
デ
ー
タ
の
う
ち
樹
木
等
の
部
分
を

排
除
し
て
比
較
し
、土
砂
が
え
ぐ
れ

た
部
分
を
特
定
。さ
ら
に
航
空
写
真

と
合
わ
せ
て
解
析
し
た
う
え
で
土
砂

量
を
算
出
し
ま
す
。

　
こ
の
手
法
を
利
用
す
る
と
、被
災

範
囲
が
40
平
方
㌔
㍍
と
し
た
場
合
、

現
在
は
５
人
の
技
術
者
を
投
入
し

て
12
日
間
程
度
か
かって
い
る
の
に
、

たっ
た
の
１
日
で
土
砂
量
の
把
握
が

可
能
。従
来
の
10
分
の
１
以
下
の
期

間
で
土
砂
量
が
把
握
で
き
る
た
め
、

人
件
費
だ
け
で
な
く
、復
旧
作
業
に

着
手
す
る
時
間
も
大
幅
に
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

研究成果は記者会見の形で発表されました

航
空
レ
ー
ザ
計
測
利
用
し
、
従
来
比
１
　
10
の
時
間
で
流
出
土
砂
量
把
握

生
物
地
球
学
科
の

佐
藤
教
授
ら
が
開
発

国内初の
手法 

千葉科学大 航空マネジメントコース１期生が 航空マネジメントコース１期生が

科研費、4年連続で
中四国の私学1位！

　航空技術危機管理学科・航空マネジメント
コース4年の竹腰沖夏さん=写真=が、「航空管
制官採用試験」に最終合格し内定を獲得しまし
た。難関の国家公務員試験であり、航空マネジメ
ントコースの1期生（現4年）による快挙です。
　航空マネジメントコースでは、航空会社や空港
関連会社で活躍できる、幅広い航空知識と国際
感覚を持った人財を養成。運航管理者、航空管
制官、航空会社・空港関連会社のスタッフ、客室
乗務員など、さまざまな航空業界で活躍し、米国
留学により国際感覚と高い英語力を身に付けた
人材を養成します。
　同学科のパイロットコースでは、大手エアライ
ンなどのパイロットを数多く輩出しています。今
後、空の安全を支えるために、航空マネジメント
コースの学生たちの活躍が大いに期待されます。

　大学など研究機関の研究力の高さを見る指
標となる2024年度の科学研究費補助金（科研
費）の私大ランキングが、このほど公表され、岡
山理科大学は採択件数121件、配分額2億
4,154万円で、4年連続で中四国の私学１位に
なりました。
　配分額順に見た全国順位は、採択された私
立590大学のうち44位でした。この順位は2019
年度61位、2020年度58位、2021年度50位、
2022年度51位、2023年度43位と推移してお
り、今年度の配分額は昨年度に次いで過去2番
目の高さを維持しています。

　1月18、19日に愛知県豊橋市の「こども未来館
ここにこ」で行われた、第4回ユース・モデリング・
コンテスト豊橋に本校科学部の金島雅空さん、
齊藤優太さん、小幡琴羽さん、渡邉梨穂さん（い
ずれもグローバル
サイエンスコース
１年）が出場し、作
品「安土城」が、
準グランプリとベ
スト技術賞を受賞
しました。

「航空管制官
 採用試験」
  に合格！

岡山理科大

理大附高科学部が
「準グランプリ賞」と「ベスト技術賞」を受賞!!

受賞した「安土城」

　
２
０
２
４
年
秋
の
叙
勲
で
、岡

山
理
科
大
学
の
善
木
道
雄（
ぜ

ん
き・み
ち
お
）名
誉
教
授
が
瑞

宝
中
綬
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
善
木
名
誉
教
授
の
専
門
は
分

析
化
学
で
、川
や
海
な
ど
に
微

量
に
存
在
す
る
イ
オ
ン
や
、岩

石・鉱
物
中
に
存
在
す
る
金
属
の

分
析・測
定
に
関
わ
る
研
究
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。特
に
大
き
な

評
価
を
得
た
の
が
、迅
速・高
精

度
の
定
量
と
試
薬
回
収
を
両
立

し
た
独
創
的
な
分
析
方
法
の
開

発・確
立
で
す
。こ
の
業
績
が
認

め
ら
れ
、日
本
分
析
化
学
会
Ｆ

Ｉ
Ａ
研
究
懇
談
会
か
ら
２
０
０

１
年
に
Ｆ
Ｉ
Ａ
学
術
賞
を
、２
０

０
６
年
に
は
Ｆ
Ｉ
Ａ
論
文
賞
が
贈

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
分
析
方
法

は
、ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、３
Ｒ
運

動
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
指
向
す
る
時
代

の
要
求
に
も
合
致
し
た
、ク
リ
ー

ン
か
つ
効
率
的・経
済
的
な
分
析

法
で
し
た
。

　
ま
た
、岡
山
理
科
大
学
蒜
山

研
究
所
長
や
岡
山
理
科
大
学
附

属
中
学
校
の
初
代
校
長
な
ど
を

歴
任
。「
面
白
く
身
に
な
る
化

学
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、出
前
授
業

や
講
演
会
、化
学
実
験
教
室
な

ど
を
通
し
て
科
学
の
面
白
さ
の

普
及
に
努
め
ま
し
た
。

第4回ユース・モデリング・
コンテスト豊橋で

善
木
名
誉
教
授
に

瑞
宝
中
綬
章

秋の
叙勲
2024

岡山理科大
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中
学
生
ロ
ボ
コ
ン
全
国
大
会
で
初
優
勝

中
学
生
ロ
ボ
コ
ン
全
国
大
会
で
初
優
勝

愛
と
ま
ご
こ
ろ
と
勇
気
に
感
謝

冨
士
川
さ
ん
に
岡
山
県
善
行
賞
!!

文化祭を開催！文化祭を開催！

　
岡
山
県
倉
敷
市
内
の
用
水
路
に

転
落
し
て
い
た
70
代
の
女
性
を
救

助
し
た
と
し
て
、９
月
６
日
、作
業

療
法
学
科
４
年
の
冨
士
川
智
子
さ

ん
に
岡
山
県
善
行
賞
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
冨
士
川
さ
ん
は
８
月
５
日
午

後
、買
い
物
帰
り
に
母
親
を
同
乗

さ
せ
た
車
を
運
転
中
、道
路
脇
の

用
水
路
に
誤
って
転
落
し
た
70
代

女
性
と
助
け
を
求
め
る
そ
の
家
族

を
発
見
。用
水
路
は
深
さ
１ｍ
20
〜

30㎝
で
30㎝
程
度
の
水
が
流
れ
て
お

り
、女
性
の
顔
が
浸
かって
い
た
と

い
い
ま
す
。

　
車
を
降
り
た
冨
士
川
さ
ん
は

とっ
さ
に
用
水
路
に
飛
び
込
み
、女

性
の
気
道
確
保
や
声
掛
け
、脈
拍

確
認
な
ど
の
応
急
措
置
を
施
し
た

た
め
、女
性
は
一
命
を
と
り
と
め

ま
し
た
。冨
士
川
さ
ん
は「
玉
野
医

専
で
培
っ
た
医
療
人
と
し
て
の
人

徳
教
育
の
賜
物
で
す
」と
話
し
て

い
ま
す
。

　
千
葉
県
銚
子
警
察
署
の
鏑
木

宏
和
署
長
か
ら
今
年
１
月
29
日
、

千
葉
科
学
大
学
の
３
つ
の
学
生

サ
ー
ク
ル
を
は
じ
め
地
域
の
関
係

組
織
に
対
し
て
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　
学
生
サ
ー
ク
ル
は
、地

域
安
全
活
動
に
取
り
組

む
、消
防
・
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の「
学
生
消
防

隊
」、警
察
支
援
活
動
に
取

り
組
む「
ス
タ
ー
ラ
ビ
ッ

ツ
」「
Ｄ
Ｒ
Ｒ
災
害
初
動
研

究
会
」で
す
。こ
れ
ら
の

サ
ー
ク
ル
は「
人
を
助
け
た

い
」と
い
う
思
い
を
持
つ
学

生
が
、危
機
管
理
の
基
礎

を
授
業
で
学
び
、サ
ー
ク
ル

活
動
で
実
践
的
に
動
き
経
験
し
学

び
、そ
し
て
将
来
危
機
管
理
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
け
る
よ

う
に
日
々
訓
練
を
行って
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
で
の
助
け
合
い
も
そ

う
で
す
が
、実
際
に
災
害
が
発
生

し
た
際
に
も

各
組
織
で
連

携
し
て
、迅
速

に
人
を
助
け

ら
れ
る
よ
う

に
、銚
子
市
と

も
連
携
し
危

機
管
理
対
応

の
強
化
を

図
って
い
き
た

い
と
思
って
い

ま
す
。

銚
子
警
察
署
長
よ
り

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

　
本
校
で
は
、生
徒
た
ち
が
自
分

ら
し
く
生
き
る
た
め
の「
軸
」と
な

る
も
の
を
見
い
出
せ
る
よ
う
、

「
桃
」と
呼
ぶ
校
外
の
イ
ベ
ン
ト
や

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
積
極
的
に

促
し
、視
野
を
広
げ
て
自
分
や
社

会
を
見
つ
め
直
す
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
全
国
大
会
で
高
い
評
価

を
得
た
も
の
も
あ
り
、「
白
石
踊

チ
ー
ム
」は
海
洋
連
盟
主
催「
う
み

ぽ
す
甲
子
園
２
０
２
４
」（
11
月
３

日
）で
39
校
２
２
５
チ
ー
ム
の
中
か

ら
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
ま
し
た

＝
写
真
。最
初
、生
徒
た
ち
は
探
究

公
欠
を
と
っ
て
島
に
行
け
る
と
い

う
軽
い
気
持
ち
で
始
め
ま
し
た
。

　
実
際
に
白
石
島（
岡
山
県
笠
岡

市
）に
行
き
島
民
と
交
流
し
て
い

く
こ
と
で
、少
子
高
齢
化
問
題
や

伝
統
文
化
の
継
承
に
つ
い
て
自
分

事
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
、生
徒
た
ち
は
活
動
を
継

続
し
て
い
く
気
持
ち
が
一
層
強

く
なっ
た
よ
う
で
す
。

千葉科学大

ESG倉敷こども園

　
２
月
１
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た「
創
造
ア
イ
デ
ア
ロ
ボッ
ト
コン
テ

ス
ト
全
国
大
会
」の
基
礎
部
門
で
、

英
数
学
館
中
学
校
の「
ボ
ー
ル
を

乗
せ
て
ハ
コ
ブ
ン
デ
ス
」チ
ー
ム
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
は
３
年
の
亀
和
田
誠
さ

ん
、桐
山
侃
大（
か
ん
た
）さ
ん
、石

井
寛
幸
さ
ん
の
３
人
。全
国
大
会

への
出
場
に
当
た
り
、予
選
会
で
あ

る
広
島
県
大
会
や
中
国・四
国
地

区
大
会
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
を
改
良
し

な
が
ら
練
習
を
積
み
ま
し
た
が
、

本
番
で
は
用
意
さ
れ
た
ア
イ
テ
ム

が
滑
り
や
す
く
て
練
習
通
り
に

競
技
が
で
き
ず
、な
ん
と
か
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
め
る
よ
う
な

状
態
で
し
た
。

　
し
か
し
、メ
ン
バ
ー
で
課
題
を
分

析
し
て
作
戦
を
変
更
し
た
こ
と
が

功
を
奏
し
て
、決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
は
有
利
に
競
技
を
進
め
、栄
冠
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。チ
ー

ム
で
困
難
を
乗
り
越
え
成
功
に
至

る
経
験
は
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
とって

大
き
な
財
産
に
なった
は
ず
で
す
。

岡
山
県
善
行
賞
を
授
与
さ
れ
た
冨
士
川
さ
ん

　本園卒園生の西川
源悠さん（現・英数学
館小学校１年）が、11月
23日に開催されたピ
アノコンクール「ブル
グミュラーコンクール
東中国大会」で銀賞を受賞しました。西川さんは、現在本園の課外ピアノレッスン小学
生コンクールコースに在籍していて、当園初のコンクール入賞者となりました。西川さん
は「自分の演奏番号と名前を呼ばれビックリしました。これからもピアノの練習を頑張
ります」と喜んでいました。

玉
野
医
専

英
数
学
館
中

優勝した（左から）亀和田さんと桐山さん

　千葉科学大学の学園祭「青澄祭」（11月9～
10日）に合わせて、本校の文化祭を開催しまし
た。「綱引き大会」「逆ミスコン」や軽音楽部によ
る演奏など盛りだくさんで、会場全体が両日とも
盛り上がりました。

バンドで参加する校長先生を応援

本
学
の
学
生
サ
ー
クルに

英数学館高
う
み
ぽ
す
甲
子
園
で

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

「ブルグミュラーコンクール東中国大会」で「ブルグミュラーコンクール東中国大会」で

銀賞を受賞した西川さん（後列右から3人目）

銀賞
受賞！

卒
園
生
が千葉科学大附高


